
 

 

 

 

 

                 小中高連合運動会 

                                                                        校長 横山 優美 

10 月１日は、第 56 回小中高連合運動会です。記

録を遡ると、令和元年度は従来の連合運動会を実施

していました。令和 2 年度は新型コロナウイルス感

染症対策のため連合運動会は行わず、小学校は「体

育発表会」を行いました。令和 3 年度は感染症対策

のため規模を縮小し、連合運動会を実施。令和 4 年

度は感染症対策と改築工事が進む中での運動会にな

りました。令和 5 年度も昨年同様の規模で実施しま

す。この先、校庭に仮校舎が設置される関係で、こ

の芝生の校庭で小中高連合運動会ができるのもあと

わずかとなりそうです。小学生、中学生、高校生が

小中学校の校庭に集まるので「島っ子」の成長して

いく姿が見られるのも、この運動会のよさだと思っています。保護者、地域の方から「せっかく小学

生、中学生、高校生が集まっているのですから、子供たち全員が一緒にできる競技を考えてもらえま

せんか。」という声をいただきました。今年度は小中高校生による団体競技「大玉送り」を取り入れ

ました。大玉を小学生から中学生に、中学生から高校生につないでいきます。どうぞ、お楽しみに。

当日、緑の芝生の上で力いっぱい競技・演技をする子供たちに温かい声援と大きな拍手をお願いいた

します。 

連合運動会の目標達成のための基本方針の一つに、「小中校という枠を越え、児童・生徒、教職員

も含め『協力する・励まし合う・思いやる』という姿勢で取り組み、連合運動会を創り上げる」とい

うものがあります。運動会は、個人の力を伸ばすことも大切にしつつ、みんなで力を合わせること、

みんなが揃って行動することの心地よさ、大切さを学ぶ機会であります。各競技や演技の練習を通し

て、子供たちが自分の課題に目を向けて成長しようとする姿、友達と心を合わせて頑張ろうとする

姿、下級生の手本になって行動しようとする姿、中学生や高校生を力いっぱい応援して盛り上げる小

学生の姿に運動会という行事のすばらしさがあるのだと思います。「徒競走で１位だったから頑張っ

たね。」とか、「勝ってよかったね。」という結果だけにとらわれることなく、その過程に価値を見出

し、子供たちの成長を感じてほしいと思います。当日は、今日この日を迎えるまでの子供たちの取り

組みを想像しながら、運動会を楽しんでいただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

令和５年度 小笠原村立小笠原小学校 

学校だより 
10月号（R5 9．30） 

ＴＥＬ 0 4 9 9 8 - 2 - 2 0 1 2 

校 長  横 山  優 美 

＜生活目標＞  
ふわふわ言葉と思いやりの行動で心の交 
流のある学校生活を送ろう 
・相手がうれしくなる言葉 
・温かい言葉をつかう 

  
言葉遣いは心遣いと言われています。丁寧な言

葉遣いは、優しくて親しみやすい印象を、乱暴な
言葉は、冷たく近寄りがたい印象を与えます。相
手意識をもって、相手がうれしくなる言葉を遣え
る人でありたいですね。温かい言葉であふれた学
校になるように、今後も指導を続けていきます。 

＜安全目標＞  
身の回りの安全を考えて生活しよう 
 

 ・運動中の安全 
・交通安全 
 
いよいよ小中高連合運動会本番です。この小笠原では

暑い日がまだ続きます。暑さ対策も含め、引き続き、運
動時の安全に関する注意や配慮について子供たちに指
導していきます。 
また、これからは日没の時間も早くなっていくため、

夕暮れ時の安全についても指導し、子供たちの安全に関
する意識を高めていきたいと考えています。 
 

運動会予行練習より 

 



運動会に向けて                                     

 今年度も昨年同様、３校合同での連合運動会の開催が決まり、大変嬉 

しく思っています。午前中のみの実施となりますが、子供たちは運動会 

当日に向けて、毎日一生懸命練習に励んでいます。 

 赤組白組の掛け合いが最高の応援合戦、ゴールを目指して全力で走り 

切る徒競走、仲間との協力が必須の団体競技と表現種目。それぞれの大 

成功に向けて何度も練習を繰り返す子供たちの目はとても輝いています。 

やる気たっぷりな子供たちの気持ちが、当日フルパワーで発揮される 

ことを期待しています。また、全校を支えるために活躍する６年生の係 

活動も必見です。 

保護者の皆様の温かいご声援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

児童一人一台端末の活用について                             

本校では、令和３年度より導入された一人１台端末（Chromebook）を活用した学習活動を推進し

ています。情報部では今年度の情報教育の目標を「デジタルを意識しない活用の実践」と定め、特別

な教具ではなく、日常の文具として活用できるよう取り組みを進めています。そのために、今年度か

らは子供たちが日常的にパソコンを持ち帰り、活用を進めています。高学年の持ち帰りから始まり、

現在は「３年生以上については、基本的に毎日持ち帰る」「１、２年生は毎週末持ち帰る」というルー

ルでパソコンの持ち帰りを実施しています。校内の学習では、「学習のまとめで活用する」ことや「総

合的な学習で学んだことを発表する」ことなど活用する機

会を作ってきました。また、特別支援教育の観点から読む

ことが苦手な児童向けのデジタルコンテンツの導入や、小

中連携の観点からプログラミングの学習を行う予定です。 

今後、児童一人一人が自分に合った活用方法を考える力

を身に付けるための指導・支援を充実させていきます。そ

のために校内研修などを通して教員のスキルアップも図っ

ていきますので、ご家庭でも引き続きご協力のほどよろし

くお願いいたします。 

 

 

令和５年度 展覧会について                              
１１月２４日（金）、２６日（日）に展覧会が行われます。今年度の展覧会のテーマは「こころの結

晶～アートでつながろう！みんなの色とかたち～」です。自身を見つめ、想いを巡らせ表現するそれ

ぞれの作品を心の「結晶」に例え、その結晶が合わさり一つの

大きな結晶となって、子供たち同士のつながりを高めたい、と

いう思いを込めました。子供たちは、展覧会という大きな目標

に向けて一生懸命作品づくりに取り組んでいます。 

今回の展覧会は、保護者及び学校関係者、地域の皆様にご参

観いただけます。１１月２４日（金）は児童鑑賞日となります。

保護者鑑賞日（一般公開日）は１１月２６日（日）です。詳細

は１１月初旬に配布されるプログラムをご確認ください。皆様

のご来場をお待ちしております。 

 

 

 

 



令和５年度 校内研究                                              

 今年度小笠原小学校では、「言語活動の充実」を目指した授業の改善・工夫に取り組んでいます。 

具体的には、子供たちが話したい、伝えたいと思える授業。論理的に説明したり、立場を明確にし

て議論したり、意見や考えを話し合ったりする授業。言語活動を通して考えが深まったり、新たな課

題を見出したりできる授業。単元全体を見通して、言語活動の場面を設定し工夫している授業。言語

環境を整えた言語力を育成する授業（正しい言葉や文字、掲示や印刷物、適切な話し方など）を目指

します。 

自分の思いや意見を分かりやすく伝え合う中で、考えを深められる児童を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健トピックス                                      

発育測定を行いました 
９月４日から６日まで全学年の発育測定を行いました。２～６年生は発育測定前に「夏休み生活チ

ェックカード」の振り返りを行いました。どの学年も一生懸命取り組むことができていました。また、

１年生は「姿勢・排便（トイレ）」の保健指導を行いました。 

発育測定中に「伸びた～！！」「大きくなったよ！」と嬉しそうに話す子供たちが印象的でした。平

均身長・平均体重を掲載しますのでお子様の身長・体重と合わせてご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

低学年ブロック 

○言葉や図を使って、自分の考えを、相手に

分かりやすく伝えることができる児童 

専科ブロック 

○自分の考えをもち、互いに伝え合い、深

めたり広げたりできる児童 

 

研究主題 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり」 
～教科横断的な言語活動の充実を目指して～ 

 

研究仮説（主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業） 

・各教科の特性に応じた言語活動を工夫する授業 

・言語活動を意図的に単元の指導計画に位置付け、毎時間言語活動を設定する授業 

・自分の考えをもち適切に表現したり、他者と伝え合ったりする中で思考を深めていく授業 

・話し方や語彙、言語活動、話型などを工夫して、言語能力を高める授業 

 

 

高学年ブロック 

○自分事として問題を捉え、他者との伝え合いで

思考を深められる児童 

目指す児童像 

 



行事予定表（10 月）                            
日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

1 日   なし 小中高連合運動会（全校４時間授業、弁当あり） 4 4 4 4 4 4 

2 月    振替休業日       

3 火    振替休業日       

4 水     牛乳  5 5 5 5 5 5 

5 木 入  牛乳 セーフティ教室、６年 都レンジャー出前授業 5 5 6 6 6 6 

6 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、委員会、ＳＣ 5 5 5 5 6 6 

7 土    英語検定       

8 日 出   連合運動会前日準備予備日       

9 月    スポーツの日、連合運動会予備日①       

10 火  安全指導 ﾖｰｸﾞﾙﾄ 連合運動会予備日② 5 5 6 6 6 6 

11 水   牛乳 芝生の日 5 5 5 5 5 5 

12 木 入  牛乳 個人面談 5 5 5 5 5 5 

13 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、クラブ、ＳＣ 5 5 5 6 6 6 

14 土    算数検定       

15 日 出     ＰＴＡブイフロート撤去       

16 月  全校朝会 牛乳 個人面談、図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ整備日、食育放送 5 5 5 5 5 5 

17 火   牛乳 個人面談、１年 ニワトリふれあい教室 5 5 5 5 5 5 

18 水  音楽朝会 牛乳 個人面談、ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

19 木 入 児童集会 牛乳 個人面談 5 5 5 5 5 5 

20 金   6 牛乳 

図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、ＳＣ 

小笠原中研究授業（１～５年 ４時間授業、弁当なし） 

母島移動教室事前検診（６年 ５時間授業、弁当あり） 

4 4 4 4 4 5 

21 土           

22 日 出   ６年 母島移動教室～24 日      6 

23 月  全校朝会 1~5 牛乳  5 5 5 6 6 6 

24 火   1~5 牛乳  5 5 6 6 6 6 

25 水   牛乳 ６年 振替休業日、芝生の日、ＳＣ 5 5 5 5 5 ― 

26 木 入  牛乳  5 5 6 6 6 6 

27 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、委員会、ＳＣ 5 5 5 5 6 6 

28 土           

29 日 出   ６年 母島移動教室予備日～31 日       

30 月  全校朝会 ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 5 5 6 6 6 

31 火   牛乳  5 5 6 6 6 6 

11/1 水 入 児童集会 牛乳 ふれあい月間（～30 日） 5 5 5 5 5 5 

2 木   牛乳 ＳＣ 5 5 6 6 6 6 

3 金    文化の日       

4 土 出          

5 日           

6 月  全校朝会 牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ整備日、秋の読書週間～11 日 5 5 5 6 6 6 

7 火 入 安全指導 牛乳 音楽クラブ発表（昼休み） 5 5 6 6 6 6 

【お知らせとお願い】 

・「各学年」の欄の数字は、授業時数となります。 

・予定に変更があった場合は、学級通信等でお知らせします。 

・牛乳・ヨーグルト飲料・ヨーグルトの提供日は、入出港や賞味期限の関係で入れ替わることがあります。 

・「行事」の欄の SC来校日は、スクールカウンセラーの来校日となります。 

・１１月に予告なしの避難訓練があります。 


